














































































の概念を発展させていくことは今後における主要な目標である .   
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 第三部は、関連する先行研究の検討である。特に Yatabe (1993)のフランス在住日本人に関する
大規模な社会学的調査結果を批判的に考察し、情報提供者による移住談について丁寧な言語学的・
談話分析的な方法論を適用する必要性が提唱された。 
 第四部は、インタビュー・コーパスの具体的分析である。移住談を、「渡仏・フランス滞在の動
機・理由」、「就労と収入」、「フランス語習得」、「人間関係」、「フランス／日本に対する表象」、「今
後の予定・将来プラン」の６つのテーマにおいて考察し、フランスや日本に対する評価、自己自身
に対する評価等において、ポジティブとネガティブの評価が同時に共存するなど、つまり主体の複
数化がここに観察されることを、データの緻密な検討により、明らかにしている。 
 結論は、全体のまとめであるが、自らの分析結果を受けて現在の日本が直面している受け入れ移
民問題についても示唆的な提言を行っている。本論文や今後の矢野氏の研究が、現代社会が抱える
問題の解決に大きな貢献をなすであろうことが窺える。 
 本論文には、400 ページ弱にもおよぶ補遺がつけられている。これは、基本的にフランス語で行
われたインタビューのほぼ全てを文字に起こし、かつ日本語訳をつけたものである。言語学・談話
分析、移民に関する社会学的研究のみならず、外国語教授法の観点からも貴重な資料となろう。 
よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められ
る。 
 
